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大村純忠顕章彰Z事業実行委員会〈会長 .松本市長〉

が招請していだポルトガル海軍の練習帆船¥マ力

オ号 (200トン〉 二ルイ -マウ工ル ・レ戸ル艦

長ら14人ガ¥8月2日、大村に入港しましだ。

外国艦艇が大村に入港するのは初めてで¥市長

をはじめ¥3部隊、ボーイス力ウト¥ガールスカ

ウトなどの熱烈歓迎を受けましだ。

また¥マ力オ号は¥おおむら夏越まつりに花を

添え¥祭りを盛り上げましだ。

長峯弾んだ燃えた
おおむら夏越まつ
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職
場
・
町
内
・

家
族
み
ん
な
で
参
加
し
¥
み
ん
な

で
楽
し
む
夏
越
ま
つ
り
も
¥
今
回
で
9
回
目
を
迎
え

ま
し
だ
。

8
月
ぺ
|
日
の
花
火
大
会
・

臼
阜
の
大
か
が
り
火
を

皮
切
り
巳
¥
日
大
村
藩
相
撲
大
会
・

ゆ
か
だ
納
涼
コ

ン
テ
ス
ト
・
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

l
N
大
村

・
E
t

越
玉
替
・
あ
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト

・
総
踊
り
な

ど
で

3
日
間
¥
約
M
M
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
回
は
¥
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
力
オ
号
の
寄
港
に
よ

り
¥
祭
り
を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し
だ
。

4
夜
空
を
燃
や
す

3
0
0
0
発
の
花
火
で
幕
明
け

野勝負が繰り広げられ与

チビ 、ソ手相撲大会

f
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立ョ、』
zteち
ま
に
亨
日

企メイン会場 ζ むった、市道駅前線

ポ
ル
ト
ガ
ル
大

か
大
村
訪
問

マ
力
オ
号
寄
港
に
先
立
ち
¥
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ジ
ヨ

セ
・
エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ゴ
ベ
イ
戸
駐
日
大
使
と
戸
ン

ト
ニ
オ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
ス

・
ソ
戸
レ
ス
・
マ
力
オ
政

庁
総
督
代
理
、
ガ

8
月
4
1
日
¥
市
役
所
を
表
叡
訪
問
し

ま
し
だ
。

ゴ
ベ
イ
戸
大
使
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ゆ
か
り
の
あ

る
大
村
を
訪
ね
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
だ
。
相
互

の
友
情
ガ
深
ま
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
¥
百
国
交

流
の
再
活
性
化
を
図
り
疋
い
」
と
話
し
た
。

松
本
市
長
は
「
大
村
訪
問
を
山
か
ら
歓
迎
す
る
と

共
仁
、
マ
力
オ
号
の
寄
港
を
実
現
し
て
も
ら
い
感
謝

し
て
い
る
。
ま
芝
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
は
¥
純
忠
以
来

交
流
が
あ
り
¥
姉
妹
都
市
構
想
も
あ
る
」
と
話
す
と
¥

大
使
は
「
十
分
に
研
究
し
だ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
だ
。

大
使
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
一
行
は
¥
夏
越
ま
つ
り
に

も
参
加
し
¥
異
国
の
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
だ
。
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国
民
年
金
の
老
齢
年
金

・
通
算
老
齢
年
金

・
老
齢
基

礎
年
金
(
新
法
)
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生
月
の
末

日
ま
で
に
現
況
屈
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
大
切
な
も
の
で
す
。
も
し
、
提
出
を
忘
れ

る
と
年
金
の
支
払
い
が
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙

(
は
が
き
)
は
誕
生
月
の
初
め
に
社

会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
、
市
長
の
証

明
を
受
け
て
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

第

1
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
賞
受
賞
作
品

平
野
精
一
郎
さ
ん
の
「
拍
手
が
上
手
」

400字詰原稿用紙2枚以内¥だて書き¥

未発表のもの。

9月5日(月)(当日消印有効)

保険年金課

作文の枚数

締め切り

応募・問い合わせ

第
2
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

国
民
年
金
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら

年
金
に
関
す
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
自
由
な
発
想
、
独
特
の
視
点
で
と
ら
え
た
あ
な

た
の
作
品
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

テ
l
マ

国
民
年
金
制
度
を
周
知
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
(
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
、
明
る
い
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

作
品
)

-
世
代
聞
の
ふ
れ
あ
い
、
働
く
姿
、
明
る
い
家
庭
、
楽

し
い
子
供
た
ち
、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
生
活
ぶ
り
、
幸
せ
な
老
後
の
生
活
ぶ
り
、
そ
の
他
年

金
積
立
環
元
融
資
施
設
の
光
景
な
ど
、
国
民
年
金
(
厚

生
年
金
含
む
)
の
周
知
、
啓
蒙
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

サ

イ

ズ

キ

ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上
四
切
ま
で
(
カ
ラ
ー

-
白
黒
)

応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
市
外
の
方
で

も
結
構
で
す
。

締
め
切
り

ロ
月
刊
日
出
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

賞

推
選
:
:
(
市
長
賞
1
人
)
、
特
選
:
:
3

人
(
議

長
賞
1
人

・
県
国
民
年
金
課
長
賞
1
人

・
諌
早
社
会

保
険
事
務
所
長
賞
1
人
)
、
入
選
:
:
3
人
、
佳
作
・
:

多
数
、
特
別
賞
:
:
4
人

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係
(
干
鰯

玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
市
内
の
カ
メ
ラ
庖
お

よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

年

金

と

税

金

- 4 -

年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
税
金
は
、
種
類
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ー
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の

①
勤
務
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
受
け
る
年
金

②
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金

な
ど
の
公
的
年
金

③
適
格
退
職
年
金
(
自
己
負
担
部
分
を
除
く
)
な
ど

の
企
業
年
金

④
郵
便
年
金
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
個
人
年
金

2
、
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の

銀
行
、
信
託
銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
の
個
人
年
金

(
財
形
年
金
を
除
く
)
の
利
子
相
当
額

3
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

電

車
族
年
金
(
死
亡
し
た
人
の
勤
務
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
)

②
国
民
年
金
法
な
ど
に
よ
る
障
害
年
金

な
お
、
1
・

2
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
源
泉
徴
収

が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
支
給
に
替
え
て

一
時
金
を
受
け
取

っ
た
場
合
は
、
退
職
所
得
や
一
時
所
得
と
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
源
泉
徴
収
の
特
例
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
く
わ
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3
7
0
)

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る

η

あ
な
た
U

を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

老
後
の
生
き
が
い
と
し
て
、
若
返
り
の

一
つ
と
し
て
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
事
業
所
、
各
ご
家
庭
で
仕
事
を

頼
み
た
い
な
あ
:
:
:
と
思
わ
れ
て
い
る
人

も
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
結
構
で
す
。

連
絡
先

大
村
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
(
松
並
1
丁
目
2
4
6
1
5

8
@

5

2
2
5
)

へ

取引や証明に使用するはかり は 必ず検査を受けなけ

れば、なりません。

もし 、検査を受けないで使用した場合は、計ー量法によ

り罰せられますのでご注意ください。

持ってくるもの 印鑑

手数料 150円-9 5 0円

(種類・能力によって異なります。)

問い合わせ 商工観光課

程

月 日 士義 pfr 時 間

9月26日(月) 市 役 所 10: 00-15: 00 

27日(火) 市民会館 10:00-15:00 

28日(水) 中地区公民館 10: 00-15: 00 

29日休) 中地区公民館 10:00-15:00 

30日(針 竹松出張所 10: 00-15: 00 

10月 3日(月) 松原出張所 10 : 00-15 : 00 

萱瀬出張所 10 : 30-12 : 00 
4日(火)

福重出張所 13 : 30 -15 : 00 

三浦出張所 10:30-12:00 
5日や]<)

鈴田出張所 13 : 00-14 : 00 

14日幽 市 役 所 10 : 00 -15 : 00 

日査検

確実・安全・有利

建設業退職金共済制度

所在場所検査は 、 9月26日-10月14日 (土 ・日 ・祭日

は除く )まで行います。時間:10 : 00 -15 : 00 

※12 : 00-13 : 00は休みますO

建
設
業
を
営
む
人
お
よ
び
、
建
設
現
場

で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
つ
く
っ
た
「
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
昭
和
ぬ
年
に
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

特
色
は
、
一
般
の
退
職
金
の
よ
う
に
労

働
者
が
事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
る

退
職
金
で
な
く
、

建
設
業
と
い
う
一

つ
の

業
種
の
中
で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用

さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る

み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
、
確

実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め
て
有
利
な
利
回

り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

長
崎
支
部
(
干
制
長
崎
市
魚
の
町
3
1
お

長
崎
県
建
設
総
合
会
館
3
F
岱
長
崎
③
2

2
8
5
)
ヘ

昭和63年 7月31l:J現u

7 月 今年度の累計 前年度同期 増減
人傷事故

件数死者 傷者 件数 死者傷者 件数死者(害者 件数死者傷者

Il 人 人 !牛 人 人 {ヰー 人 人 {牛 人 人

大村市
22 O 33 143 1 I 178 l43 2 169 十O 十9

f'I 人 人 i斗 人 人 11 人 人 1'1 人 人

長崎県
437 6 629 3116 44 4018 3179 40 3934 -13 十4+84 

大村市の
i牛 {干 件 {ヰ

物損事故 99 709 669 +40 

交通事故発生状況
日

U
2
3

n
S
9
月
別
臼
f
}

初
日

S
(刊
日
間
)

年
間
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

一、、一、

大村答祭者提供

高齢運転者講習競技大会より

( 7 /24・自動車試験場)

「

3



だ
持
も
ち
マ
な
ん
か

調
べ
直
し
て
も
ら
え
る
道
が
あ
る
グ

子
供
、
か
交
通
事
故
で
大
け
が
を
し
た
。
で
も
¥
車
を
運

転
し
て
い
だ
人
は
裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
に
い
る
。

υ
お
か
し
い
H

そ
ん
な
疑
問
に
検
察
審
査
会
は
答
え
ま
す
。

国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
竹
人
の
模
察
審
査
員
、
ガ
¥
市

民
の
目
で
¥
〈
模
察
官
、
ガ
起
訴
し
な
か
つ
だ
こ
と
、
か
正
し
か

つ
だ
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
日
人
の
検
察
審
査

員
で
構
成
さ
れ
、
検
察
官
の
し
た
不
起
訴

処
分
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

検
察
官
は
、
あ
る
事
件
を
起
訴
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、

証
拠
が
十
分
で
な
い
場
合
の
ほ
か
、
証
拠

が
あ

っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
考
慮

し
て
容
疑
者
を
処
罰
す
る
必
要
が
な
い
と

考
、え
る
場
合
に
は
、
事
件
を
起
訴
し
な
い

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
事
件
の
中
に
は

起
訴
す
べ
き
事
件
を
不
起
訴
に
す
る
と
い

う
こ
と
も
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
会
は
、
そ
う
い
う
場
合
の
た

め
に
設
け
ら
れ
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

の
当
否
に
つ
い
て
、

一
般
市
民
の
健
全
な

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
築
さ
れ
た
方
ヘ

不
動
劃
産
取
得
税
か
安
く
な
zv
よ
/

ご
存
じ
で
す
か
/
「不
動
産
取
得
申
告

書
」
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
、
次
の
要
件

に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
不
動
産
取
得
税
か

ら
最
高
日
万
5
千
円
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
早
め
に
申
告
を
/

-
住
宅
部
分
(
増
築
な
ど
の
場
合
は
既
存

住
宅
面
積
も
含
み
ま
す
)
の
延
床
面
積
が

2
0
0
M
(
臼
年
3
月
況
日
以
前
建
築
は

1
6
5
M
)
以
下
の
と
き
。

-
I
M
当
り
評
価
額
が
日
万
7
千
円
以
下

の
と
き
。

提
出
先

諌
早
県
税
事
務
所
(
干
制
諌
早

市
永
昌
東
町
お

1
8

8
②
0
0
1
0
)

福
重
小
学
校
(
村
上
善
一
郎
校
長
、
生

徒
数
2
7
2
人
)
で
は
、
同
校
区
内
の
寝

た
き
り
老
人
に
、
折
り
鶴
や
校
内
文
集
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

同
校
は
、
凶
年
ほ
ど
前
か
ら
、
歳
末
助

け
合
い
運
動
と
同
時
に
か
地
域
で
で
き
る

助
け
合
い
を
。
と
い
う
こ
と
で
、
児
童
会

が
中
心
に
発
足
。

父
兄
が
自
宅
療
養
の
人
、
病
院
に
入
院

し
て
い
る
人
な
ど
を
調
査
、
全
児
童

・
生

徒
か
折
り
鶴
や
校
内
文
集
を
作
る
と
い
う

地
域
ぐ
る
み
の
J
ま
ご
こ
ろ
慰
問
μ

で
す
。

7
月
比
日
、
こ
の
日
は
、
児
童
会
長
の

松
下
誠
く
ん
と
副
会
長
の
岩
戸
俊
史
く
ん
、

竹
山
美
悠
さ
ん
が
、
寿
古
町
の
中
村
米
治

き
ん
(
打
歳
)
を
訪
問
。

グ
病
気
に
負
け

な
い
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
μ

と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、

3
年
前
か
ら
病
床
の
身

で
あ
る
が
、
児
童

・
生
徒
か
ら
贈
ら
れ
た

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
況
日
ま
で

で
し
た
が
、
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。
遅
く
な
る

と
、
年
利

H
・
6
%
の
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
て
余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

か
転
居
な
ど
の
た
め
納
税
通
知
書
が
届

い
て
い
な
い
U

と
い
う
よ
う
な
人
は
至
急

』

y
勺慰

6 -

折
り
鶴
や
文
集
を
大
切
に
保
管
し
て
お
り
、

寝
た
き
り
の
中
村
さ
ん
に
と
っ
て
は
か
孫

の
よ
う
な
子
供
た
ち
の
慰
問
は
、

何
よ
り

に
も
替
え
が
た
い
贈
り
も
の
。
と
、
児
童

の
訪
れ
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

寝たきり老人を慰問する福重小学校の生徒(]Q

新
住
所
を
左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
に
は
車
体
検
査
時
に
必

要
な
納
税
証
明
書
を
添
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
長
崎
県
自
動
車
税
事
務
所
(
宮

長
崎
⑪
8
8
3
5
)
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(ラ/a-羽 3巳間〕

いガ疋を作って偶人島へ湿ろうと、中

央公民館主催の夏休み子供型室ガ、 7月

28日刀ら3日間行われきまし定。

替加者Ia:_5草宝以上O)'J、中学生16人
木製電桂を利用しだ手作り白いかだ。

情人の事を葉ぜ、いざ出尭 '
鳳人島・臼島でキャンプを彊り、晶釣

りや員治い草どで自信自足由主Z。

質量耳障験をしまし定。

‘ イで)[，畏の
11、の〉こ二鈴
胆舎霊11れシ田
満固づ、はキ地
さはく新、ゴ区
れそりし鈴イのハ
まの」い国約手 フノ
し手を盟関 2供/"
E抽日郷尭 5!:~ 
0め指ゴI!105~ 
としく興匹ガ出
しτり主在二川
てfJ-， r-.胆体の
、わコ広流憧似

これイ頚し叩留
シEと政草 1情
キも木和し羽田
ゴのヲ童E田 近。)

4‘ 

(うち大柑公園ぽ近)

自問に蹟する揺しさ、自黙¢生いだち

やさまりを発売しようと、 7月25目、白

熱観察会t.r行われましだ。

市町」哩僚の4-6年生26人万事忠
大柑公園方5同島闘の地層、動明、暗明

耳どを鼎也こ鶴暫しまし疋。

企

~ 

輯
直
さ
と
フ
レ
川
J

ジユ耳コ
l
ラ
ヌ
で
定
評

の
あ
る
、
大
柑
ヲ
リ
ン
コ
ー
ラ
ス
ハ
岩
主
照

代
金
畏
釣
人
V

の
ワ
ル
ブ
は
、

8
月

7
日

開
方
れ

E
「
呂
田
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
主
国
大
吉
」

に
、
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し
草
し

E
。

~ 

〈
弘

大
村
公
鴎
桜
田
の
娼
)

大
柑
市
在
官
組
古
〈
辻
田
清
人
組
合
口
畏
、

M
山

人
)
は
、
コ
ン
ワ
リ
ト
製
の
躍
木
ベ
ン
チ
叩

墨
門
+
〈
何
公
園
と
野
岳
理
ト
リ
ム
コ
ス
に

5
司

基
づ
っ
〉
を
、
行
革
地
の
施
霞
聾
備
に
と
寄
摺

7

さ
れ
ま
し
E
。

一



田
崎

日
天
さ
ん

(
刊
歳
・
平
町
)

農

業

.Is' fh，. 

レ
ポ
ー
タ
ー

富

永

美

佐

子

さ

ん

(
初
歳
・
杭
出
津

1
丁
目
)上

谷
和
枝
さ
ん

事

(
引
歳
・
森
園
町
)

務

員

巴丁2
っし

並

ま

他

生

ん

)
や

引

ち

(ど

み
実

g

m
m
ハU

J
2
A

円。

ま
万

S

合
口

やま

山

切

手

( 坂5
12 
歳 井 い

/1¥ 主主主 た
~ .s'ミ か
路 一

届 光き

く
ん

-
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

人
情
味
が
豊
か
で
い
い
で
す
ね
。

回
・
畑

・
山
の

3
つ
の
条
件
が
そ
ろ

っ
て

い
て
、
住
む
に
は
い
い
が
、
余
り
に
も
条
件

が
良
す
ぎ
て
、
他
の
と
こ
ろ
と
比
べ
苦
労
が

少
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

も
っ
と
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
持

っ
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

-
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
広
域
農
道
は
、

一
部
で
き
て
い
る
が
、
諌

早
に
つ
な
ぐ
道
路
が
で
き
て
い
な
い
。
国
道

の
交
通
緩
和
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、

早
期
実
現
を
願
っ
て
い
る
。

-
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
し
て
、
全
国
大
会
や

県
大
会
が
で
き
る
大
規
模
な
武
道
館
を
造

っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
文
化
会
館

も
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

-
基
盤
整
備
を
一
日
も
早
く
着
工
し
、
早
期

完
成
を
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

-
子
供
の
通
学
路
と
な

っ
て
い
る
所
は
、
危

険
防
止
の
た
め
、
道
路
の
拡
幅
整
備
を
し
て

ほ
し

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

-
大
村
を
ど
う
思
い
ま
す
か

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
他
の
土
地
に
住
ん

だ
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
村
は
、
水
が
豊

富
で
水
害
や
地
震
も
少
な
い
し
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
所
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

歴
史
に
し
て
も
、
華
や
か
さ
は
な
い
が
、

そ
れ
な
り
に
い
い
と
思
い
ま
す
。

-
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
若
い
時
は
、
特
に
考
え
は
し
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
子
供
の
事
を
考
え
る
と
、
学
園
都

市
と
し
て
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

観
光
や
工
業
・
商
業
も
悪
く
な
い
が
、
環
境

明るくて、あちゃめな子です。

みんなに好かれる¥やさしくて思いやりのある

人になってね一一・・(白 ・三津子さん〉

重量翠

襲撃警

視聴覚ライブラリー

健康福祉全国大会に出場する

-c怜

9月10日(土) 午後2時""'3時30分
西大村コミュ二ティセンター

くフィルム名〉

橋
本
光
成
さ
ん

(
お
歳
・
西
大
村

本
町
)

公
務
員

-
大
村
の
印
象
は

臼
年
に
北
松
か
ら
大
村
に
来
ま
し
た
。
ま

ず
海
が
あ
り
、
水
・
花
の
町
だ
と
思
い
ま
し

た
ま
た
、
純
朴
な
感
じ
の
人
が
多
く
良
い
所

は
い
い

し
、
大
学
の
誘
致
な
ど
を
考
え
て
ほ

I

レ
い
。

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
悪
い
で
す
ね
。
遅
れ
て

い
る
と
い
う
か
、
と
に
か
く
悪
い

。
体
育
館

に
し
て
も
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
に
つ
い
て
も
、

他
の
市
町
村
の
人
か
ら

「会
場
が
大
村
じ
ゃ

ね
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

だ
と
思
っ
て
い
ま
す

0

・
大
村
に
望
む
も
の
は

・
商
匝
街
に
関
す
る
事
で
す
が
、
佐
世
保
な

ど
は
、
8
時
位
ま
で
庖
が
開
い
て
い
た
の
に

大
村
は
閉
ま
る
の
が
早
い
の
で
、
び

っ
く
り

し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
曜
日
に
休
む
屈
が
あ
り
、
せ
っ

か
く
買
物
を
し
よ
う
と
思

っ
て
も
出
来
な

い

の
で
寂
し
く
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
品
物
が

少
な
く
高
い
よ
う
で
す
ね
。

魅
力
あ
る
商
居
街
に
す
る
こ
と
は
、
市
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

A
U

。
・
市
役
所
の
一
般
的
に
言
え
る
事
で
す
が
、

親
切
心
と
い
う
か
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
欠
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
か
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
、
し
た
グ
グ
お
疲

れ
様
で
し
た
w

の
二
一
一
口
が
全
ん
ど
無
い
。

・
市
関
係
の
支
払
い
を
、
郵
便
局
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
も
ら
え
ば
、
市
民

は
も

っ
と
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、つ
ノム
ハM

。

。。

-
昔
の
海
は
き
れ
い
で
、
良
く
貝
掘
り
な
ど

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
大
分
汚
れ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。
先
日
空
か
ら
大
村
湾
を

写
し
た
写
真
を
見
て
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

3 

二五

ぼ
く
ガ
¥
切
手
を
集
め
だ
し
だ

き
っ
か
け
は
¥
姉
ガ
切
手
集
め
を

や
っ
て
い
だ
の
を
見
て
¥
「
面
白
そ

う
だ
な
あ
」
と
思
い

¥
4年
生
の

頃
か
ら
集
め
始
め
ま
し
だ
。

郵
便
局
で
記
念
切
手
を
富
一
っ
た

り
¥
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
い
る
い
と

こ
に
送
っ
て
も
ら
っ
だ
り
し
て
集

め
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
¥
将
来
シ

ェ
フ
に
な
っ
て
¥
居
内
に
い
ろ
ん

な
国
の
切
手
を
展
示
し
て
¥
み
ん

な
に
喜
ん
で
も
ら
い
だ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
切
手
集
め
を
ず
っ

と
続
け
て
¥
全
世
界
の
切
手
ガ
¥

集
ま
る
よ
う
に
¥
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

〔同災

9月のテ マ
月 医者にかかる時の注意

火 破傷風

水 戸トピーと食事

木 乱視

金 身近な精神科病院

土日ATLC成人T細胞白皿病)

0958・26・5511

あんじゅとずしおう (戸二メー

ション31分〉

幼いl山をどうしますか(家庭教育

31分〉

テレホン

「
高
齢
化
社
会
で
の
生
き
が
い
は
、
健

康
が
最
高
の
幸
せ
で
あ
る
」
と
の
合
言
葉

で
昭
和
日
年
発
会
、
ロ
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
日
歳
か
ら
万
歳
ま
で
、
現
在
会
員
初

人、

毎
週
1
回
、
年
齢
を
忘
れ
、
投
げ
る
、

打
つ
、

グ
ラ
ン
ド
狭
し
と
右
に
左
に
白
球

を
追
う
こ
と
2
時
間
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

近
年
九
州
各
地
区
に
こ
の
よ
う
な
グ

ル

ー
プ
が
誕
生
し
、
親
善
大
会
が
催
き
れ
て

い

ま
す
。
今
年
は
厚
生
省
主
催
に
よ
る
第
1

回
健
康
福
祉
全
国
大
会
(
出
場
資
格

ω歳

以
上
)
が
日
月
白
日
か
ら
3
日
間
、
兵
庫
県

西
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。大

村
互
寿
会
は
長
崎
県
予
選
大
会
で
優

勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
私
達
は
こ
の
大
会
に
向
け
て
暑

さ
を
も
の
と
も
せ
ず
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
村
互
寿
会
で
は
、
仲
間
の
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
日
歳
以
上
の
方

遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
森
林
勝
美
(
久
原
1
丁
目
5
9

3
2
@
4
7
7
3
)
 

めと，

台風のシーズンです。

家屋や周囲をもう一度点横し¥

風-水害に備えてくだ、さい。

父、

備えi歩万全マ守カ、
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や
さ
し
い
救
急
医
療
の

民-‘
s

ae 

& 

ド
ワ
9
1
つ

何

?

-a、
言~

ま
だ
受
け
て
い
な
い
必
歳
以
上
の
人

(
婦
人
が
ん
検
診
は
初
歳
以
上
の
女
性
)

は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
検
診

9
月
刊
日
出
ま
で

(
検
診
車
が
市
内
を
回
り
ま
す
。
)

同

よ
く

υ
ホ
ム
ド
ク
タ
ー
μ

と
い
う

言
葉
を
闇
く
の
で
す
が
、
ど
ん
な
ド
ク
タ

で
亨
ガ
。

働
ま
あ
、
か
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
μ

と
い
、
っ
と
こ
ろ
で
し
ょ
、っか
。
具
合

い
の
悪
い
と
き
に
診
て
も
ら

っ
た
り
、
病

気
の
こ
と
な
ど
相
談
し
た
り
、
い
つ
も
家

族
ぐ
る
み
で
親
し
く
し
て
い
る
お
医
者
さ

ん
の
こ
と
を
い
う
わ
け
で
す
。

同

相
似
急
医
療
週
間
な
ど
の
と
き
に
、

「

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
を
も
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
自
に
す
る

済

で
す
か
.-

一
般
健
康
診
査
、
婦
人
が
ん
(
乳
・
子
宮
)

検
診

叩
月
況
日
間
ま
で

(
市
内
の
病
(
医
)
院
で
受
診
で
き
ま
す
)

一

※
市
立
病
院
で
の
婦
人
が
ん
検
診
は
凶
月

一

凶
日
悩
ま
で

の
で
す
ガ
、
何
か
わ
け
ガ
あ
る
の
で
す
か
。

閣
大
あ
り
で
す
。
救
急
医
療
患
者
が
運

ば
れ
て
き
た
時
に
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
い
る
か
い
な
い
か
で
は
、

時
と
し
て
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
境
い

目
に

さ
え
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

同

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

倒
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

い
つ

、
ど
こ
で
、

だ
れ
が
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
こ
と
に

な
る
か
、
そ
れ
は
だ
れ
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
予
想
で
き
な
い
こ
と
が
突
発
的
に
お

こ
る
こ
と
が
救
急
医
療
に
は
っ
き
も
の
で

す
。
交
通
事
故
、
災
害
、
急
病
、
み
ん
な

そ
う
で
す
。
救
急
医
療
患
者
と
し
て
病
院

に
運
ば
れ
て
き
た
時
、
何
処
の
だ
れ
か
も

分
か
ら
な
い
こ
と
き
え
あ
り
ま
す
。

同

そ
ん
な
と
き
に
は
随
分
因
る
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

倒

そ

の
通
り
で
す
。
救
急
医
療
は
、
今

す
ぐ
に
手
当
て
を
し
な
い
と
助
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
の
だ
れ
か
も
分
か
ら
ず
、
そ
の
人

が
ど
の
よ
う
な
病
気
を
も

っ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
体
質
な
の
か
、
今
ま
で
ど
の
よ
う

な
診
断
や
治
療
を
受
け
て

い
た
の
か
、
全

く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
応
急
手
当
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

伺

な
る
ほ
ど
¥
そ
う
い
う
時
に
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
が
い
だ
ら
聞
か
る
わ
け
で
す
ね
。

舗

そ
の
通
り
で
す
。
救
急
患
者
が

「か

か
り
つ
け
の
医
師
」
の
と
こ
ろ
に
運
ば
れ

て
く
る
と
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
は
限
り

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
が
、
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
名
前
を
知
ら
せ
て
く
だ

さ
る
だ
け
で
、
救
急
医
療
を
担
当
す
る
医

師
は
ど
れ
だ
け
助
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
皆
さ
ん
、
日
頃
か
ら
気
軽
に
相

談
で
き
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
持
つ
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

同

良
く
分
か
り
ま
し
疋
。
自
分
自
患
の

だ
め
に
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
で
す
ね
。

燭

そ

の
通
り
で
す
。
救
急
医
療
は
み
な

さ
ん

一
人

一
人
の
健
康
生
活
を
守
る
た
め

の
も
の
で
す
。

ハU
句
l
ム

9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

。
9
月
6
日

か
ら
ロ
日
ま
で
は

「
救
急
医
療
週
間
」

で

す
。

" 

家

の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
グ

現
在
、
市
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
は
、

約
2
1
0
0
頭
い
ま
す
。

犬
の
飼
育
に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
予
防

法
と
、
大
村
市
犬
取
締
条
例
に
よ
り
、
保

健
所
お
よ
び
市
で
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
最
近
「
愛
犬
家
」
の
モ
ラ
ル
が
低
下

し
、
市
民
の
方
よ
り
再
々
苦
情
の
申
し
出

が
あ
っ
て
い
ま
す
。

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
飼
主
の
方
の

犬
に
対
す
る
薄
い
愛
情
が
、
し
ば
し
ば
非

行
犬
を
生
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し

「
責
任
あ
る
飼
い
方
」

を
さ
れ
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
の
飼
育
に
つ
い
て

①
飼
い
犬
(
生
後
白
日
以
上
の
犬
)
は
、
ー

年
に
1
回
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

②
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
に
は
、

鑑
札
を
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
飼
い
犬
が
死
亡
、
ま
た
は
、
不
用
と
な

っ
た
場
合
は
、
必
ず
、
生
活
環
境
課
衛
生

係
ま
た
は
、
出
張
所
な
ど
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
所
有
犬
を
譲
渡
さ
れ
た
場
合
も
同

じ
で
す
。

④
飼
い
犬
は
、
昼

・
夜
、
共
に
絶
対
に
放

し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
は
丈
夫
な

綱
か
鎖
を
つ
け
て
散
歩
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
に
、
そ
の
犬
が
脱

糞
な
ど
し
た
場
合
は
、
散
歩
さ
せ
て
い
る

人
が
責
任
を
も
っ
て
糞
を
処
理
し
、
町
の

環
境
美
化
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

必
ず
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9
月
は
、
か
ん
征
圧
月
間
で
す

老人福祉センターさくら荘では 、敬老の日

の記念行事を つ ぎのとおり開催しますので、

お年寄りの皆さんの多数のご来館をお待ちし

ています。

なお 、60歳以上で市内在住の人は、 9月13

日(火)・14日(水)の 2日間入館料は無料です。

昭
和
白
年
に
、県
内
で
、
が
ん
で
亡
く
な

っ
た
人
は
3
2
5
9
人
。
全
死
亡
者
数
の

却
%
で
、
死
亡
原
因
の
第
1
位
と
な

っ
て

い
ま
す
。

が
ん
が
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
、
発
生

原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

最
近
の
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
胃

が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど
は
早
期
に
発
見
し

治
療
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
治
癒
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

怖
が
ら
ず
に
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
、
が
ん
予
防
の
決
め
手
と
い

日時 9月13日(火)、午前10時 ~

場所 福祉セ ンタ - 2階集会室

※出演希望の人は、 9月 8日(水)までに福祉セ

ンターに申 し込んでください。

日時 9月 7日附-9日幽、午前 9時~

午後 4時

場所 福祉センタ 1階大会議室・ 講習室

9
月
刊
日

j
叩
月
刊
日

、
え
ま
す
。

長
崎
県
の
が
ん
検
診
率
は
昭
和
臼
年
度

で
、
胃
が
ん
日
・

9
%
、
子
宮
ガ
ン
ロ

・

5
%
(
大
村
市
は
胃
が
ん
7
・
9
%
、
子

宮
が
ん
凶

・
7
%
)
と
ま
だ
ま
だ
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
自
覚
症
状
は
病
気
が
相
当
進
行

し
な
い
と
現
わ
れ
な
い
場
合
が
か
な
り
あ

り
ま
す
。
少
な
く
と
も
年
に
一
回
は
定
期

的
に
検
診
を
受
け
、
が
ん
か
ら
身
を
ま
も

nノ
土
品
1
U
ょ

、つ
ノ
。

ミ

ル

ク

ミ

ド

リ

& 

、

募
集
内
容

牛
乳

・
乳
製
品
の
緑
黄
色
野

菜
ま
た
は
、
海
藻
類
を
組
み
合
わ
せ
た

O
主
食

O
副
食

O
お
や
つ
の
3
部
門

応
募
資
格

市
内
に
居
住
す
る
人

応
募
方
法

主
食
、
副
食
お
よ
び
お
や
つ

に
分
け
、
保
健
所
に
備
え
付
け
の
応
募
票

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

9
月
凶
日

ω

応
募
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
予
防

課

(宮
@
2
1
9
3
)

ボ
フ
ン
ア
イ
ア
講

会鹿

参
方E

玄
で

舟予

一
史
新
手
j
k

心
身
障
害
者

・
母
子

・
寡
婦

・
未
婚
の

女
子

・
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
受
給
資
格
者
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

O
印
鑑
O
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証

o
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
証
O
通
知
の
は
が
き
O
心
身
障
害

者
医
療
該
当
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
、
療
育
手
帳

。
今
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
、

扶
養
義
務
者
が
市
外
に
い
る
人
は
、昭

和
白

年
分
の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
(
福

祉
課
に
提
出
済
み
の
人
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
)

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

手

i藷

習

話

ポ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
の

一
環
と
し
て
、

初
心
者
を
対
象
に
開
き
ま
す
。

在
宅
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
、
奉
仕
活

動
を
希
望
さ
れ
る
人
な
ど
多
数
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸
講
座

期
間

9
月
5
日
間
1
凶
月
3
日
間

毎
週
月
曜
日

(5
回
)

午
後
1
時
却
分
1
3
時
ぬ
分

場
所

西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

程

月 日 場 所，

9月16日倒 市役所

9月19日(月) 西大村出張所

9月20日(火) 竹松 ・萱i頼 ・松原出張所

9月21日休) 福重 ・三浦 ・鈴田出張所

日新更
募
集
人
員

犯
人
程
度

手
話
講
習
会

期
日

9
月
i
H
月
、
毎
週
火
曜
日
と
金

曜

日

午

前

日
時
1
正
午

な
お
、
9
月
日
日

ω、
午
前
9
時
ぬ
分
か

ら
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

議
会
(
岱
③
1

3
5

1
)

社
会
福
祉
協

午前 9時30分~午後 4時時間

寸

t
i--4 



のんさ皆の
自
由

吉
田

陣

穏
健
mw

a笥

日
頃
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
悩
み
こ
と

の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

(
敬
称
略
)

全
地
区
:
・
下
村
初
雄

(
包
③
8
4
3
3
)
、

村
崎
明
雄

(
包
@
6
7
7
5
)

大
村
地
区
・
:
田
崎
鶴
一
(
宮
⑪
4
3
4
3
)

福
重
・
松
原
地
区
・
:
児
玉
喜
代
志

(
宮
@

0
1
0
7
)
 

視
覚
障
害
者
・:
林
茂
(
宮
@
4
8
7
4
)

ろ
う
あ
者
:
・
本
村
順
子

(
宮
⑪
4
3
2
7

.
フ
ァ

ッ
ク
ス
も
可
)

精
神
薄
弱
者
相
談
員

(
敬
称
略
)

大
村
・
三
浦
・
鈴
田
地
区
・
:
池
田
和
代

(宮
③
6
7
2
6
)

西
大
村
・
菅
一
瀬
・
竹
松
・
福
重
・
松
原
地

区
・:
高
月
兼
作
(
宮
@
3
7
4
8
)

11 

改
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、

「
あ
な
た
問
ま
で
、
あ
た
し
ゃ

ωま
で
共

に
白
髪
云
々
:・
」
と
は
、
夫
婦
仲
良
く
、

と
同
時
に
生
き
長
ら
え
る
こ
と
へ

の
切
な

る
願
い
で
あ
り
ま
し
た
。

戦
前
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
は
、
衣

食
住
に
事
欠
き
、
不
便
で
騒
然
と
し
た
時

代
で
し
た
が
、
す
で
に
判
代
で
老
け
込
み
、

せ
い
ぜ
い

m
l
ω代
で

一
生
を
終
え
る
こ

と
が
多
か

っ
た
の
で
す
。

今
は
「

miω
は
鼻
垂
れ
小
僧
。

m
j

却
が
花
盛
り
。

ωに
な

っ
て
迎
え
が
来
た

ら
、
死
ぬ
の
は
早
い
か
ら
追
い
返
せ
。
」

と
は
真
剣
な
こ
と
わ
ざ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
年
齢
の
わ
り
に
か
く
し
ゃ
く
と

し
た
方
々
を
よ
く
み
か
け
、
実
に
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
立
腺
肥
大
症
と
は
、
男

性
の
叩
歳
代
に
多
く
起
こ
り
ま
す
。
当
然

の
事
な
が
ら
、
昔
は
非
常
に
数
少
な
い
病

気
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
逆
で
す

0

•• 

前
立
腺
は
普
通
は
ク
ル
ミ
大

の
分
泌
腺
で
、
時
抗
の
直
下
に
あ
り
、
尿

道
が
そ
の
中
を
通
る
構
造
に
な

っ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
が
肥
大
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

尿
道
が
周
囲
か
ら
圧
迫
さ
れ
て
、
排
尿
か

困
難
と
な

っ
て
長
時
間
を
要
し
た
り
、
や

た
ら
と
小
用
が
近
く
な
っ
た
り
、
終
り
に

は
小
便
詰
ま
り
を
来
し
ま
す
。

震
警
を
説
つ

T

鞍
審
議
官

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
l

年
以
上
居
住
し
て
い
る
刊
歳
以
上
の
人

祝
金
の
額

・
刊

歳

か

ら

乃

歳

3

千
円

・

ω歳
か

ら

約

歳

5

千
円

・

ω歳
以

上

8

千
円

※
お
歳
以
上
の
人
に
は
、
県
の
敬
老
金
も

贈
ら
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物
通
知
書

・
印
鑑

※
該
当
す
る
人
に
は
、
通
知
書
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
指
定
の
日
に
お
受
け

原
因
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、
ホ

ル
モ
ン

の
不
均
衡
に
よ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

中
に
は
、
時
た
ま
、

癌
が
発
生
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

:
・
・
治
療
薬
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
効
果
は
不
確
か
で
極

一
部
の
タ
イ
プ

の
肥
大
症
に
し
か
効
き
ま
せ
ん
。
結
局
、

恨
治
的
治
療
は
手
術
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
下
腹
部
を
切
開
し
て
前
立
腺
を

摘
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
内
視
鏡

を
挿
入
し
て
、
電
気
メ
ス
に
よ
り
、
丁
度

ト
ン、不
ル
を
掘
る
様
に
し
て
前
立
腺
を
内

側
か
ら
削
り
と
る
方
法
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で、

ぐ
ん
と
楽
な
手
術
に
な
り
ま
し

た
病
気
の
場
所
が
ら
偏
見
や
タ
ブ
ー
に
陥

り
が
ち
で
す
が
、
比
較
的
達
者
な
う
ち
に
、

早
く
専
門
医
で
受
診
し
、
思
い
切
っ
て
治

療
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

市
立
病
院
泌
尿
器
科
医
長

高
野
真
彦

時
事
寄

取
り
く
だ
さ
い
。

日

月 日 場 所

9月12日(月)
二 j甫・鈴田・萱i頼 ・

福重 ・松原出張所

9月13日(刈
市役所、西大村・ 竹松

出張所

9月日日制 | 市役所、西大村出張所

ロ
主員普

金鍾式該当者へ
記怠鼠を贈呈します

対象者 9月15日現在で大村市 に 1年以上居住する夫

婦で、婚姻 (戸籍に記載された日 )から満50年を迎えら

オU:ニ/¥

※婚姻年月日が昭和12年 9月16日から13年 9月15日まで

申請方法 該当する人は、申請書に戸籍謄本を添えて保

護課厚生係に提出して ください

申込期限 9月30日(針 問い合わせ 保護課厚生係

戦後、ソ連またはモンゴルの地域に強制抑留された人

また はその遺族に慰労品 (書状 ・銀杯)が贈呈されます。

また、これらの方々のうち年金思給などを受給していない

人には、更に慰労金10万円 (2年償還の記名国債)が支

給されます。

聞い合わせ 福祉課社会係

-12 

の

~ 

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
引
揚
者
か
ら
お

預
り
し
た
通
貨

・
証
券
な
ど
を
返
還
し
て

い
ま
す
。

ま
だ
返
還
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

返
還
請
求
は
引
揚
者
本
人
の
ほ
か
、

ご

家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
税
関
監
視
部
(
宮
長

崎
②
6
1
8
1
)



m 採用試験摺

職 種 戸ム1ι， a験 資 格

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和37年 4月2日~昭和42年 4月 1日生まれの人

一般 事務 高校卒業程度の学力を有し、昭和42年 4月 2日~昭和46年 4月 1日生まれの人

土木技術 高校卒業程度の学力を有し、昭和42年 4月 2日~昭和46年 4月 1日生まれの人

助産婦
厚生大臣の助産婦免許証を有する人 (昭和64年 3月実施予定の国家試験に合格し、取得見込みを含

む)で、昭和34年 4月 2日以降生まれの女子

看護婦(士)
厚生大臣の看護婦(士)免許証を有する人(昭和64年 3月実施予定の国家試験に合格し 、取得見込み

を含む)で、昭和39年 4月 2日以降生まれの人

市内に住んでいる人または、採用後住むことができる人

9月1日(木:)- 9月30日ω
11月6日(日)

所定の申込用紙(人事課または、各出張所にあります)に記入の上応募してください。

人事課人事係 (ft@ 4111 内線 251・252)

採用条件

受け付け

第一次試験

応 募方 法

問い合わせ

心
の
オ
ア
シ
ス
環
境
美
化

8
月
7
日
側
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
、
市
民

大
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
生
い
茂
っ

て
い
る
雑
草
も
み
る
み
る
う
ち
に
刈
り
取
ら
れ

沿
道
は
ス
ッ
キ
リ
な
り
ま
し
た
。

西
大
村
本
町
町
内
会
で
は
、
不
燃
物
置
場
を

花
壇
に
衣
が
え
、
道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

同
町
内
は
、
往
来
の
激
し
い

一
角
を
不
燃
物

置
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
環
境
面

市道上久原松ノ本線、岩舟久原線の、国立長崎中央病

院前 (久原 2丁目 )より岩舟 (玖島 2丁目 )間約 600

mは、下水道工事のため、昭和64年 2月末までの問、 交

通規制しています。

皆きんのご協力をお願いします。

な
ど
、
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
た
め
、
花

壇
に
改
修
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
、
道
行
く

人
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
美
化
に

大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

|田園田園!』

P
花
壇
に
衣
が
え

(
西
大
村
本
町
町
内

A
市
民
大
清
掃(

以

・
大
村
公
園
内

-受通規制区域

ヱコr
ζE 

ノ'J¥

姓
1)¥ 

!lg 

台風・水害時の電話利用は

しばらく時聞をおいて.• • 

安否照会やお見舞の通話が一時に殺倒すると、電

話がかからなくなることがあります。

また、 災害復旧や人命救助などの 「緊急通話」に

も支障がでてきますので、電話がかかりにくくなっ

た時は続けてダイヤルせずに、しばら く時間をおい

て、おかげ直しください。 (NTT大村電報電話局)

円
ぺ
U

1
i
 



お
し
ら
せ式

①
一
般
事
務
他
(
高
校
卒
業
程
度
)

資
格

昭
和
必
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
交
通
巡
視
員
(
高
校
卒
業
程
度
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子③
警
察
官
B
(高
校
卒
業
程
度
)

資
格
昭
和
初
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
(
警
察
官
A
の
受
験
資
格
該
当

者
を
除
く
)

⑦
②
③
と
も

受

付

期

間

9
月
5
日
開

j
m日

円
汀問

い
合
わ
せ
県
人
事
委
員
会
事

務
局
総
務
課
(
宮
長
崎
⑫
1
1
1

1
ま
た
は
宮
長
崎
③
0
4
4
2
)

期
日

9
月
比
日
側

場
所
松
原
出
張
所
大
会
議
室

講
演
会

時
間

午
後
1
時
却
分
j

演
題

「脳
動
脈
硬
化
と
老
人
性

痴
呆
に
つ
い
て
」

講
師渡

辺
医
院
渡
辺
和
紀
先
生

健
康
相
談
(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
i

み
ん
な

子
供
が
頭
を
打

っ
た
と
き
、
も

ど
し
た
と
き
、
骨
を
折
っ
た
と
き

な
ど
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
、
っ
。

日

時

9

月
9
日
幽

午

後
1
時

1
2
時
ぬ
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

演

題

小

児

の
救
急
医
療
「
小
児

の
頭
部
外
傷
、
幅
吐
、
骨
折
」

存

期

日

9

月

幻
日

ω・
施
日
制

(
2
日
間
)

場
所

諌
早
農
協
本
所

願

書

受

付

9
月
1
日
附

i
m
日

刈申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
消
防
署
(
宮
@
4
1
3
8
)

ま
た
は
、
諌
早
消
防
署
(
宮
②
0

1
1
9
)
 

.-.-.. 
1土=

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

9
月
比
日
側
、
午
後
1
時
ぬ

分場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付

即
納

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

斗F

-
A
口

国

日
時

9
月
日
日
間

午
後
1
時

却
分
(
開
場
)
、
2
時
(
開
演
)

場
所

市
民
会
館

入

場

料

5

0

0
円

内
容

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
ケ
ン
ち

ゃ
ん
と
お
ば
け
」
ほ
か

友
情
出
演
・・・・
滑
石
少
年
合
唱
団

問
い
合
わ
せ

高
杉
(
宮
@
4

3

9
7
)
 

犬
観

AVZ 

出
陳
犬

秋
田
犬
・
紀
州
犬

・
四

国
犬
・
柴
犬

日
時

9
月
日
日
日
午
前
9
時

場
所

図
書
館
前
広
場
(
東
本
町
)

※
雨
天
決
行

主
催

日
本
犬
保
存
会
長
崎
支
部

大
村
分
会

問
い
合
わ
せ

寺
田
末
雄
(
宮
@

6
7
3
4
)
、
山
本
広
美

(
宮
@

7
4
0
3
J
 

ナ
イ

サ

奇
数
月
の
第
3
土
曜
日
は
コ

ミ
セ
ン
・
サ
タ
デ

l
ナ
イ
ト

・
コ

ン
サ
ー
ト
の
日
で
す
。

コ
ミ
セ
ン

を
利
用
す
る
音
楽
団
体
を
中
心
に
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
、
市
民
の
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日
時
9
月
幻
日
出
午
後
7
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン
大
会
議
室

入

場

無

料

演
奏

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

指
揮

山

下

亨

氏

曲
目

グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
、
ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い
出
、
ト
ル

コ

行
進
曲
他
9
曲
。

舎
後
の
日
程

日

月

ビ

ッ
グ

・
カ
ン
ト
リ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

1 
月

カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

大
村
混
声
合
唱
団

コ
ー
ロ
フ

ァ
ン
タ
ジ
ア
大

3 
月

キナ 5 
月黒

体
予
選
卓
球
大
会

場 日
所時

9
月
日
目
肘
午
前
9
時

市
民
体
育
館

競
技
種
目

中
学
男
子

・
女
子
、

高
校
男
子

・
女
子
、

一
般
男
子
・

女
子
(
婦
人
を
含
む
)
、
壮
年
男

子
(
お
歳
以
上
)
の
各
シ
ン
グ
ル

ス参
加
資
格

中
学

・
高
校
の
部
は

市
内
に
在
住
ま
た
は
、
在
学
者
。

一
般
男
女

・
壮
年
の
部
は
県
体
予

選
を
兼
ね
ま
す
の
で
、
市
内
在
住

者
に
限
り
ま
す
。

参
加
料

中
学
制
円
、
高
校
刷
円
、

一
般
捌
円

申
込
期
限

9
月
7
日
附

申
し
込
み

朝
長
靖
彦
あ
て
(
玖

島
2
丁
目
制

宮
@
6
5
3
1
)

A

見
守
一

..0.、

志 a

事

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
創
立

話
周
年
、
第
7
高
射
特
科
群
創
隊

は
周
年
の
記
念
行
事
で
す
。

日
時
9
月
お
日
目
、

午
前
山
時

場

所

竹

松
駐
屯
地

内
容

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、

音
楽
演
奏
、
太
鼓
演
奏
、
チ
ビ

ツ

子
広
場
、
模
擬
居
、
美
術
展
な
ど

※
当
日
は
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放

し
ま
す
。

夏
季
市
民
テ
二

λ
大
会

日
時
9
月
日
日
同

午

前
9
時

※
雨
天
の
場
合
は
凶
日
同

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

一
般
男
子
、
壮
年
男
子
、

女
子
(
い
ず
れ
も
シ
ン
グ
ル
ス
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
(
学
生

を
除
く
)

※
県
体
予
選
を
兼
ね
ま
す

参
加
料
1
0
0
0
円

申
込
期
限

9
月
山
出

申
込
先

宮
崎
(
宮
@
7
8
9
4
)

A
せ

句
l
ム

見

市
内
で
、
地
上
川
m
の
と
こ
ろ

の
木
の
太
き
(
円
周
)
が
、
3
m

以
上
の
巨
木
・
大
木
が
あ

っ
た
ら

連
絡
く
だ
さ
い
。

連

絡

先

商
工
観
光
課
観
光
係

ぼ
し
ゅ
う

/.'" 

初
心
者
の
た
め
の
初
級
講
座
を

開
講
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

あ
な
た
も
一
緒
に
ギ
タ
ー
を
弾
き

ま
せ
ん
か
。

期

間

9

月
2
日
1
2
か
月
間

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
1
8
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講

師

山

下

亨

氏

対

象

小

学
生
l
一
般

問
い
合
わ
せ

高
階
ヒ
ロ
子
(
宮

@
0
3
2
8
)
 



公

務

員

女

芝
公
学
生

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
①
高
校
卒
お
よ
び
見
込

み
の
人
②
一
両
専
の
第
3
学
年
の
課

程
修
了
お
よ
び
見
込
み
の
人
③
そ

の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
人
な
ど
人
事
院
が
①
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

曲
」
一

r

ム

(
水
路
、
灯

台
、
通
信
、
航
海
・
機
関
・

主
計
)

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
た
人
で
、
前
号
①
②
③
と

同
じ

申
込
期
間

9
月
日
日

ω1初
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干
印
博

多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1
1
宮

悦

4
3
1
1
7
7
3
3
)
 

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

-
グ
ラ
イ
ン
ダ
の
取
扱
い
方

(自

由
研
削
と
い
し
特
別
教
育
)

期
間

9
月
M
日
出
・
お
日
制

(
2
日
間
)

・
板
取
り
展
開
の
仕
方

期
間

9
月
1
日
肘
j

U
日
閃

(
8
日
間
)

・
3
級
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
整
備

士
受
験
準
備
講
習

期
間

9
月
5
日
間
1
四
日
間

(
7
日
間
)

ご
欝
付

1

3
2
4
1
a
り
が
と
う
ご
ポ

νま
し
た

ご
好
意

(敬称略)

福
祉
基
金
へ

V
西
村
ミ
ス
ノ
(
原
口
町
)
叩
万
円

V
石
場
幸
蔵

(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
湯
田
浩
人

(
今
村
町
)
2
万
5

千
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
野
ム
メ
ノ
(
武
部
町
)
叩
万
円

V
岩
坂
ツ
ル
エ
(
日
泊
町
)
5
万
円

市
役
所
へ

V
パ
ー
ル
レ

l
ン
大
村

1
青
少
年

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
日
万
円

清
和
国
へ

V
長
与
芳
栄
会

1
民
踊
慰
問

V
古
城
老
人
ク
ラ
ブ

l
慰
問

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
慰
問

V
親
奉
会
・
森
安
太
郎
.
・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫

1
理
容

奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
隅
淳
司
(
乾
馬
場
町
)
1
万
9

千
4
9
4
円

V
大
石
運
輸
倉
庫
側
H
H
ジ
ュ
ー
ス

鈴
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

-
2級
デ
ィ
ー
ゼ
ル
整
備
士
受
験

準
備
講
習

期
間

9
月
幻
日
肘
1
日
月
7
日

悩

(7
日
間
)

-
C
A
D
製
図

期
間

9
月
1
日
附
j

m
日
倒

(
刊
日
間
)

・
L
P
ガ
ス
設
備
士
(
実
技
)
受

験
準
備
講
習

期
間

9
月
7
日
制

i
m日
樹

(
5
日
間
)

・
や
さ
し
い
給
排
水
器
具
の
点
検

修
理

期
間

9
月
6
日
川w
j
幻
日
嗣

(
5
日
間
)

・
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準
備

予
備
講
習

期
間

9
月
別
白
川
W
1
初
日
倒

V
荒
木
ス
ミ
子
(
陰
平
町
)
叩
万
円

三
彩
の
里
へ
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種 別 住 宅 名 戸 数 間 取 り 家賃 (月額・円)

上小路第 2 l 6・6 4，000 

中直 松 6 6 .4.5 5， 100 
1 

久 原 15 6・4.5・3 6，800 

竹 松 8 6・6・5(栂 1 5， 000 

干重
東諏訪 2 6・4.5・6 2 1， 800 

久原第 2 4 6・6・5(槻 21， 800 

福 重 1 6・6・6(栂 26， 500 

2 原 口 1 6・6・4.5(栂 1 6， 200 

種 古 カ貝ロ 島 1 6・6・6(栂 25， 500 

E

一
種 別 団地 名 戸数 間取 り 家賃(月額・円)

戸吊ι， 舟~支n. 7 
6・6 14， 000 -

l 6.4.5・4.5・3(;時 1 9， 000 

久原第 2 4 6・6・4.5(;羊) 21， 200 

松 山 7 6・6・6(神
27， 500 -

29， 000 

種

|本小路 1 6 .6・6(;羊) 32， 000 

受け付け 9 月 5 日 (月) ~12 日 (月)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ 長崎県住宅供給公社

大村事務所 (東本町478番地 fi@ 6825)

※随時受け付けています。

戸

h
u

---A 



9月の健康カレ乙"I:J.-

9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
〈

3
期
)
の
納
期
で
す

4日
機能訓練根気の会 福祉センタ- 13:30-15:30 16日 T歳6か月児健康診査

(本) 信討 市コミュ ニテ ィセンター ③13:00-13:30 

2日 ?歳6か月児健康診査 ⑪⑮...2日幽と同じ

(劃 市コミュニティセンター ⑧ 13:00-13:30 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 

⑪昭和62年2月生まれ(61年9月-62年1月生まれ ⑪⑮… 2日闘と同じ
で、まだ受けていない人も受診してください)

17日⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ 耳とことばの相談 福祉センター 13: 00 -15 : OC 
成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 は)
⑪ 40歳以上⑮血圧測定ほか

18日 当番医

4日 当番医 (日) (内・小)松井医院 久原 2丁目 ft@ 6 624 

(日) (内・小)松尾医院玖島 1丁目 宮@ 4412 (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院

(皮・泌)黒木医院西大村本町 宮!@0211 東本町 宮@4330 

58  安産教室 市役所 9:30-11: 00⑧9:30まで 20日
乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30-11: 00 

(月) ⑮母子健康手帳、ズボン (火)

→宣健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 21日 妊婦教室(3)中地区公民館 13:00-16:00 
⑪⑪...2日幽と同じ (水)

6日 乳鈎児健康相談 福重出張所⑧13:30-15: 00 22日 3歳児健康診査 大村保険所

(火) 二種混合(3回目) 市役所 ・萱j頼出張所 (木) ③9: 30-10: 00、13: 00 -13 : 30 

14: 00-15: 00 ⑫昭和60年3月生まれ(59年9月-60年2月生まれ

ア巴 妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 00-16: 00 で、まだ受けていない人も受診してくださし、)

(水) 三種混合(3回目) 西大村コミセ ン、三浦 ・ ⑮母子健康手帳、問診票

鈴田出張所 14: 00 -15: 00 
23日 当番医

8日 三種混合(3回目) 竹松 ・福重出張所 (金祝) (内・小)琴尾医院西三城町 宮@20 5 6 

(木) 14: 00-15: 00 (整)牟田整形外科医院古町2丁目 fi@4501

9日 三種混合(3回目) 中地区公民館・松原出張所 25日 当番医

(翁 14: 00-15: 00 (日) (胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮@1507 

(眼)楠木眼科医院東=城町 宮@2711

11巴 当番匡
26日

(日) (内・小)野口内科子ども医院西大村本町 宮@2339
(月)

乳幼児健康相談 コ浦出張所 ⑧ 9:30-11: 00 

(産)福田産婦人科医院古町1丁目 宮@ 6124

13日 乳幼児健康相談 市コミュニテ ィセンター
28日

妊婦教室件) 中地区公民館 13:00-16:00 
(水)

(火) ③9: 30-11: 00・…・・ 0-6か月の乳児

13:30-15:00・・・・・・7か月以上の乳幼児 29日 機能訓練根気の会

⑪離乳食教室 10:30- (柄 ぶどう狩り 10: 00 -14 : 00 

14日 妊婦教室(2)中地区公民館 13:00-16:00 略号の説明
(水) 定期巡回献血 市役所 9: 30-12: 00 ⑫ …対象 ⑧ …受け付け

15日 当番医
⑮...持ってくるもの ⑮・・・内容

(木・祝) (内・小)松永医院古町 2丁目 宮② 2943
当番医の診療時間 9: 00-18: 00 

(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮⑤ 8739

毎
月
1
回

発
行
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所
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1
1
1

編
集
/
広
報
公
聴
課

人口の動き

8月1日現在

人口言十 71.642
(ム34)

21.634 
〈ム29)

男 34.287
(ム ア〉

女 37.355
(ム27)

世帯数

!! 市民相談コーナー(広報公聴課〉ですべて無料で、行っています。 ii 
9 お気軽にご相談下さい。

恩 人権相談 (侶 10: 00~15 : 00) .. 
ζ 行政相 談 ( 8日 9: 30~12 : 00) 
編 不動 産相談 (16白 13: 00~16 : 00) 
相 法 律相談 (21日 10: 00~15 : 00) 
談 受 通事故相談 (27日 10: 00~15 : 00) 
巴 年金相 談 (28日 10: 00~15 : 00) 
| ※受け付けは午前8時30分より行っていますO j 

〉内は前月比

ハ
hu--

S月の大村ボート (3 日 ~8 日オール九州選抜戦、 14 日 ~ 18 日、
23 日 ~28 日新鋭リ ー グ戦)
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